
令
和
５
年
４
月
11
日
（
火
）
晴
。
一
日
を
通
し

て
快
晴
で
日
中
に
は
気
温
25
℃
を
超
え
る
ぐ
ら

い
の
夏
日
で
し
た
。
京
都
西
本
願
寺
に
て
行
わ
れ

る
50
年
に
一
度
の
法
要
『
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八

五
〇
年
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
慶
讃
法
要
』
の
参
拝

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
五
位
組
門
徒
総
代
会
の
本

山
参
拝
と
し
て
各
寺
院
か
ら
住
職
、
総
代
、
坊
守
、

寺
族
な
ど
総
勢
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

早
朝
４
時
30
分
に
石
堤
長
光
寺
よ
り
観
光
バ

ス
で
出
発
し
ま
し
た
。
外
は
街
灯
が
ま
だ
つ
い
て

夜
空
も
暗
く
、
寒
い
中
で
の
出
発
と
な
り
ま
し

た
。
早
朝
の
出
発
と
な
る
た
め
バ
ス
の
運
転
手
は

２
名
、
日
本
海
ツ
ー
リ
ス
ト
の
添
乗
員
１
名
も
就

い
て
の
本
山
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。
交
通
事
情
も

良
く
、
安
全
に
順
序
よ
く
西
本
願
寺
に
は
９
時
過

ぎ
に
到
着
し
ま
し
た
。
当
日
は
全
国
か
ら
の
参
拝

者
も
多
く
、
聞
法
会
館
の
駐
車
場
に
は
何
台
も
バ

ス
が
到
着
し
て
い
ま
し
た
。
バ
ス
を
降
り
て
白
洲

境
内
地
へ
向
か
い
ま
す
。
伝
灯
奉
告
法
要
か
ら
９

年
、
親
鸞
聖
人
七
五
〇
回
大
遠
忌
か
ら
11
年
が

経
ち
ま
す
が
〝
い
つ
き
て
も
変
わ
ら
な
い
〟
本

願
寺
境
内
の
風
景
に
眠
気
も
吹
き
飛
び
、
安
堵
感

の
喜
び
が
沸
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
先
の
法
要

の
時
の
よ
う
な
雑
多
感
も
無
く
、
順
序
良
く
御
影

堂
（
国
宝
）
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
早
く
着
い

た
お
陰
で
参
拝
席
も
正
面
の
右
側
前
列
辺
り
に

五
位
組
23
名
が
座
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

９
時
45
分
に
、
法
要
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
続
い
て
記
念
法
話
、
ご
門
主
様
ご
出 
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浄 土 真 宗 本 願 寺 派 

高 岡 教 区  五 位 組 

２０２３年 
（令和 5 年） 

５月１８日 

１        2023 年（令和 5年）5月 18 日 五位組だより        第２６号 

念
仏
の
こ
こ
ろ
に
生
き
る
生
活
を 

念

仏

の

こ

こ

ろ

に

生

き

る

生

活
を 

 

座
に
よ
る
法
要
『
新
制
御
本
典
作
法
（
第
二

種
）』、
法
要
の
後
は
ご
門
主
様
よ
り
ご
親
教
、

新
し
い
「
領
解
文
」、
最
後
に
「
恩
徳
讃
」
を
歌

う
、
約
２
時
間
と
な
る
法
要
で
し
た
。
ご
親
教

の
中
で
「
一
切
の
有
情
は
、
み
な
も
っ
て
世
々

生
々
の
父
母
兄
弟
な
り
（
歎
異
抄
）」
を
お
引
き

に
な
り
、「
い
の
ち
の
尊
厳
と
平
等
に
基
づ
き
、

他
者
へ
の
限
り
な
い
共
感
を
抱
か
れ
た
、
親
鸞

聖
人
の
お
心
に
立
ち
返
る
こ
と
で
す
。
全
て
の

人
々
が
心
豊
か
に
生
き
て
い
け
る
社
会
の
実

現
に
向
け
、
共
々
に
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ご
法
要
も
大
型
Ｔ
Ｖ
へ
の
映
像
（
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
）
も
演
出
と
し
て
取
り
入
れ
た
新

形
式
の
お
勤
め
で
し
た
。
法
要
に
二
度
、
三
度

と
行
く
度
に
新
し
い
感
動
に
逢
う
こ
と
が
で

き
る
慶
讃
法
要
と
思
い
ま
す
。 

西
本
願
寺
に
参
拝
後
は
、
醍
醐
寺
境
内
に
あ

る
雨
月
茶
屋
で
、
京
風
精
進
料
理
を
と
て
も
美

味
し
く
頂
き
ま
し
た
。
醍
醐
寺
の
桜
も
緑
に
変

わ
り
桜
回
廊
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
初
夏
を
感
じ
る
爽
や
か
な
境
内
地
で

し
た
。 

参
拝
旅
行
の
最
後
は
本
願
寺
日
野
誕
生
院

へ
参
拝
し
ま
し
た
。
14
時
40
分
頃
に
は
宇
治

東
Ｉ
Ｃ
か
ら
高
岡
へ
向
け
て
の
帰
路
に
つ
き
、

出
発
地
の
石
堤
長
光
寺
に
は
19
時
頃
に
到
着

と
な
り
、
約
15
時
間
の
旅
程
を
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

親鸞聖人御誕生 850 年・立教開宗 800 年 

慶讃法要に参拝して 
 

同じ大地に生きる
佐加野  光明寺 住職  磯原正浩 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

で
伺
っ
た
事
で
、
親
戚
の
方
々
に

多
大
な
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

で
す
。 

 

③
新
米
僧
侶
の
頃
の
自
分
に
一
言 

規
則
正
し
い
私
生
活
は
、
体
の

事
を
考
え
る
と
大
事
で
す
よ
。 

調
子
に
乗
っ
て
い
る
と
、
大
病

を
患
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
お

忘
れ
な
く
。 

 
④
健
康
が
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
今
改
め
て
感
じ
る
こ
と

は
？ 昨

年
八
月
に
前
住
職(

大
了)

が

往
生
し
、
健
康
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
の
お
参
り

を
考
え
る
と
、
健
康
こ
そ
が
一
番

大
事
で
あ
る
と
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。 同

時
に
、
今
ま
で
ど
れ
だ
け
前

住
職
や
門
徒
の
皆
さ
ん
方
に
頼
っ

て
い
た
か
、
お
恥
ず
か
し
い
限
り

で
す
。 

 

 

 

 
 

中
保 

善
教
寺 

 

藤
田
宝
祐 

さ
ん 

阿
弥
陀
如
来
と
釈
迦
如
来
と

は
何
処
が
違
う
の
か
、
お
二
人
の

関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

そ
れ
が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う

人
が
多
い
よ
う
で
す
。 

釈
迦
如
来
は
、
仏
教
の
開
祖

で
あ
り
、
二
千
五
百
年
ほ
ど
の
昔

に
イ
ン
ド
に
現
れ
た
歴
史
上
の
人

物
で
す
。
ネ
パ
ー
ル
と
イ
ン
ド
の

国
境
付
近
に
住
ん
で
い
た
釈
迦

王
家
の
出
身
で
あ
り
、
ゴ
ー
タ

マ
・
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
と
い
う
名
で
し

た
。
二
十
九
歳
の
時
、
出
家
修
行

の
道
に
入
り
、
三
十
五
歳
に
し
て

覚
り
を
開
き
、
ガ
ン
ジ
ス
河
の
中

流
域
の
各
地
を
遍
歴
し
て
法
を
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を
説
き
、
八
十
歳
で
涅
槃
（
大
い
な

る
安
ら
ぎ
）
に
入
ら
れ
ま
し
た
。 

一
方
の
阿
弥
陀
如
来
は
、
釈
迦

如
来
の
説
法
の
中
に
出
て
く
る
究

極
の
救
い
主
で
あ
り
、
釈
迦
の
み
な

ら
ず
あ
ら
ゆ
る
如
来
た
ち
を
十
方

世
界
に
送
り
出
し
た
根
源
的
な
存

在
で
す
。
尽
十
方
無
礙
光
如
来
と

讃
え
ら
れ
る
如
来
で
す
。
如
来
と

は
大
い
な
る
真
実
の
具
現
者
と
い

う
こ
と
で
す
。 

阿
弥
陀
は
救
い
主
（
救
主
弥

陀
）
、
釈
迦
は
そ
の
こ
と
を
説
い
て

下
さ
っ
た
教
え
主
（
教
主
釈
迦
）
と

呼
ば
れ
て
区
別
さ
れ
ま
す
。 

住 職 イ ン タ ビ ュ ー 
 

①
最
近
ハ
マ
っ
て
い
る
こ
と
は
？ 

 

そ
ん
な
に
こ
れ
と
言
っ
て
話
す

事
で
は
な
い
の
で
す
が
、
え
て
し
て

話
す
と
す
る
な
ら
、
食
事
の
際
、
肉

系
で
な
く
、
魚
系
を
中
心
に
食
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
特
に
煮

干
し
は
出
汁
で
無
く
、
そ
の
ま
ま
食

す
る
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
食

べ
る
煮
干
し
は
、
ス
ー
パ
ー
で
の
品

数
が
豊
富
で
、
体
に
も
良
い
み
た
い

で
す
。 

 

②
お
坊
さ
ん
に
な
っ
て
か
ら
の 

失
敗
談 

近
所
の
方
よ
り
、
法
事
を
お
願
い

し
ま
す
と
依
頼
を
受
け
ま
し
た
が
、

私
が
日
に
ち
を
勘
違
い
し
て
お
り
、

約
束
の
法
事
時
間
に
三
十
分
遅
れ

 

        仏 教 語 ア ラ カ ル ト   教願寺 前住職 岡西法英 

 

そ
の
⑤ 

 
 

 
 

 

阿
弥
陀
さ
ま
と
お
釈
迦
さ
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笹
川    

広
済
寺 

六
月
三
日  

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
四
日 

 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 
 

高
岡
市
内
島 

 
 

 
 

岡
西 

法
英 

師 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

八
月
二
十
三
日 

昼 

二
時
三
十
分 

八
月
二
十
四
日 

朝 

十
時 

法
話 

 

南
砺
市
城
端 

 
 

 
 

杉
谷 

淳
志 

師 

 

内
島 

 
 

教
願
寺 

 

六
月
十
一
日 

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
十
二
日 

朝 

九
時
三
十
分 

法
話 

 
富
山
市
水
橋 

 
 

 
 

石
川 

了
英 

師 
  

四
日
市 

 

浄
明
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

佐
加
野 

 

光
明
寺 

三
月
十
七
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
八
日 

朝 

九
時
三
十
分 

三
月
十
九
日 

朝 

九
時
三
十
分  

 

法
話 

 

高
岡
市
伏
木 

 
 

 
 

山
名 

一
徳 

師
他 

に
高
岡
の

新
し
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
も
い
う
べ
き

点
に
位
置
し
て
い
ま
す
（笑
）。 

広
済
寺
の
始
ま
り
は
室
町
時
代
。 

一
四
五
二
年
に
こ
の
笹
川
の
地
を
開

墾
し
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
一
五

八
二
年
に
火
災
に
て
本
堂
焼
失
。
現

在
の
本
堂
は
一
五
九
二
年
に
再
建
さ

れ
、
そ
の
後
幾
度
か
の
修
復
を
経
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

も
う
間
も
な
く
迎
え
る
夏
休
み
に

は
、
地
元
笹
川
の
小
学
生
た
ち
が
朝

早
く
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
に
お
寺

に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
光
景
は
戦

前
か
ら
続
い
て
い
る
そ
う
で
、
朝
六
時

前
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
本
堂
に
や
っ

て
き
て
宿
題
な
ど
の
お
勉
強
、
そ
し
て

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
れ
ば
、
今
度
は
皆

で
仏
さ
ま
に
朝
の
お
勤
め
。
そ
の
後
さ

ら
に
本
堂
の
お
掃
除
。 

 

間
中
続
き
ま
す
。
で
す
か
ら
広
済

寺
の
本
堂
は
夏
休
み
が
一
番
ピ
カ

ピ
カ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（笑
）。 

本
保    

本
正
寺 

五
月
二
十
一
日  

昼 

二
時 

法
話 

 

砺
波
市 

 
 

 
 

 
 

 

秋
知 

仁
史 

師 
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号 

３        2017 年（平成 29年）9 月 15日 五位組だより            第１５号 

号 

号 

各寺院の祠堂経法座の日程をお知らせします。  ※日程は変更になる場合があります。 

 

祠 堂 経 法 座 ご 案 内 

三
日
市  

光
源
寺 

七
月
九
日 

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
十
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
戸
出
六
十
歩 

林 

要
昭 

師 

石
堤    

長
光
寺 

七
月
一
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

七
月
二
日 

朝 

九
時
三
十
分  

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
市
脇 

 
 

 
 

 
 

寺
西 

良
夫 

師 

麻
生
谷 

 
西
光
寺 

 

六
月
十
六
日 
朝 
九
時
三
十
分 

 

昼 

一
時
三
十
分 

六
月
十
七
日 

朝 
九
時
三
十
分 

 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

氷
見
布
施 

 
 

 
 

 
 

圓
山 

望 

師 

赤
丸  

 

性
宗
寺 

七
月
二
日 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

福
岡
町
大
野 

 
 

 
 

新
原 

忠
男 

師 

 

辻 
 

 
 

 

西
福
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

立
野 

 
 

永
念
寺 

八
月
三
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
笹
川 

 
 

 
 

福
田 

慶
隆 

師 

詳
細
は
各
寺
院
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い 

上
向
田 

 

浄
永
寺 

六
月
二
十
四
日 

朝 

九
時
三
十
分 

昼 

一
時
三
十
分 

法
話 

 

高
岡
市
佐
加
野 

 
 

磯
原 

孝
雄  

師 
 

 

 
 
 

 

  
 

平
等
講 

 

一
座 

十
四
時
～ 

 

初
御
講 

一
月
二
十
五
日 
中
止 

報
恩
講 

三
月
二
十
五
日 
中
止 

本
山
講 

五
月
二
十
五
日 

広
済
寺 

降
誕
会 

六
月
二
十
一
日 

教
願
寺 

本
山
講 

八
月
二
十
五
日 

善
教
寺 

助
成
会
・追
悼
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
一
月
二
十
五
日 

本
正
寺 

 

二
十
五
日
講 

 

 

一
座 

 

九
時
半
又
は
十
三
時
半
～ 

 

初
御
講 

三
月
二
十
五
日 

長
光
寺 

降
誕
会 

四
月
二
十
五
日 

性
宗
寺 

助
成
会 

六
月
二
十
五
日 

永
賢
寺 

報
恩
講 

十
月
二
十
五
日 

法
善
寺 

 
 

両
講
合
同
夏
期
講
座 

七
月
三
十
日 

時
間 

未
定 

場
所 

 
 

未
定 

懇
親
会 

未
定 

講
師 

 
 

未
定 

主
催 

 
 

平
等
講
・二
十
五
日
講 

 

お
講
の
年
間
日
程 

石
堤 

 
 

法
善
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 

舞
谷 

 
 

永
賢
寺 

秋
の
報
恩
講
の
際
に
お
勤
め
し
ま
す
。 
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黎 明 講 座 ご 案 内   

  

 

 

 

       

 

 
 

   
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 
 

山
岸 

 
 

珉
照
寺 

七
月
二
十
八
日 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
二
十
九
日 

朝 

五
時
三
十
分 

七
月
三
十
日 

 

朝 

五
時
三
十
分 

石
堤 

 
 

長
光
寺 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
二
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

各
寺
院
の
黎
明
講
座
の
日
程
を 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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第
22
回
五
位
組 

夏
休
み
子
ど
も
大
会 

日
程 

未
定 

場
所 

麻
生
谷 

西
光
寺 

※
４
年
ぶ
り
に
開
催
い
た
し
ま
す
。 

編 

集 

後 

記 
 

 
 

  

 
 

 
 

笹
川 

 
 

広
済
寺 

七
月
三
十
一
日 

朝 

五
時
三
十
分 

八
月
一
日 

 
 

朝 

五
時
三
十
分 

内
島 
 

 

教
願
寺 

八
月
十
三
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
四
日 

 

朝 

六
時 

八
月
十
五
日 

 

朝 

六
時 

 
 

  

 
 

 
 

五 位 組   行 事 予 定  

 

 

 
 

  

 
 

 
 

    
  

 
 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 
  

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

蓮
門
会 

テ
ー
マ 

「
正
信
念
仏
偈
の
解
説
」 

講
師 

 

岡
西 

法
英 

師 

 

研
修
会
日
程
（
曜
日
）
・ 

時
間
・ 

場
所 

 

四
月
二
日 

（
日
） 

十
五
時 

西
光
寺 

五
月
七
日 

（
日
） 

十
六
時 

浄
明
寺 

六
月
四
日 

（
日
） 

十
六
時 

教
願
寺 

七
月
二
日 

（
日
） 

十
七
時 

光
明
寺 

十
月
一
日 
（
日
） 

十
六
時 

広
済
寺 

二
〇
二
四
年 
（
令
和
六
年
） 

二
月
四
日 

（
日
） 
十
五
時 

教
願
寺 

  

※
一
回
あ
た
り
千
円
で
の
受
講
も
で
き
ま
す
。 

 

今
年
は
、
御
正
忌
報
恩
講
法

要
ご
満
座
で
、
ご
門
主
が「
ご

消
息
」
を
発
布
さ
れ
、
新
し
い

「
領
解
文
」
を
示
さ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
感
染
は
、
発
生
か
ら
四

年
が
過
ぎ
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
は

春
祭
り
の
再
開
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
の
情
報
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

本
山
で
は
、
親
鸞
聖
人
御

誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗

八
〇
〇
年
の
慶
讃
法
要
が
営

ま
れ
て
い
ま
す
。 

あ
ら
た
め
て
、
親
鸞
さ
ま
の

教
え
に
向
き
合
い
、
聞
法
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

合
掌 


	
	さて、昨年の東日本大震災から一年三ヶ月が経とうとしております。私はこの一年間の活動を通して震災から、被災者の方々から多


